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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ICC 1:500-1:2000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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Serial Dilutions of Antibody

Control Antigan = 10{ne —— Antigen=10ng

—— Antigan=30ng —— Antigen=100ns

ka1 2 0 4 & & 7 SK-BR-3 (1), HepG2 (2). T47D (3). MCF-7 (4). Hela (5). A431(6). $XTTHCT116
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	製品名: KRT18マウスモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMM82354
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	応用
	抗原情報
	背景
	KRT18は、I型中間径フィラメント鎖であるケラチン18をコードします。ケラチン18は、そのフィラメントパートナーであるケラチン8とともに、中間径フィラメント遺伝子ファミリーの中でおそらく最も一般的に見られるメンバーです。これらは、体内の単層上皮組織で発現しています。この遺伝子の変異は、特発性肝硬変と関連付けられています。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする2つの転写バリアントが見つかっています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	SK-BR-3 (1)、HepG2 (2)、T47D (3)、MCF-7 (4)、Hela (5)、A431 (6)、およびHCT116 (7)細胞溶解物に対するKRT18マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	KRT18マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	KRT18 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	KRT18 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学分析。
	

	KRT18 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

